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例 言
本書は、三重県四 H市市伊坂町から鈴鹿市小岐須町にかけて点在する、伊坂城跡（第4次） ・中野山遺跡（第

4 次• 第 5次） • 北山A遺跡（第 2次） ・筆ヶ崎古墳群（第 2次）、中野山遺跡・北山A遺跡・北山 C遺跡・黒

上遺跡・筆ヶ崎古墳群・北山城跡・小牧南遺跡・釜垣内遺跡・小社遺跡（以上、一次調査）にかかる発掘調査の

概要報告である。

2 上記の発掘調杏は、近畿自動車道名古屋神戸線（四日市JCT~亀山西JCT)建設事業に伴う緊急発掘調査である。

調査にかかる費用は、中日本高速道路株式会社が全額負担した。

3 調査は、下記の体制で実施した。

委託者 中日本高速道路株式会社

受託者 三重県

調査主体 三璽県教育委員会

［平成22年度］

調査担当

ー

三重県埋蔵文化財センター 調査研究II課（四日市整理所）

主幹服部芳人・穂積裕昌 主査杉野直也・岩脇成人・鈴木規之• 山田猛

主事勝山孝文・東谷洋平 技師萩原義彦・石井智大・川部浩司・櫻井拓馬

遺跡名（調査次） 面積 調査期間 担当者 現地作業

中野山遺跡（第一次） 1,530面 H22. 11. 26~H23. 3. 10 JI I部・岩脇・山田 株式会社アート

北山A遺跡（第一次） 950面 H22. 11. 26~H23. 3. 10 JI I部・岩脇・山田 株式会社アート

黒士遺跡（第一次） 580面 H22.8.9~H22.9.30 石井・鈴木・東谷 西武緑化有限会社

伊坂城跡（第4次） 990面 H22. 8. 9~H23. 1. 14 杉野・穂積・櫻井 丸文丁業株式会社

北山A遺跡（工事立会） 100五 H23. 1. 18 穂積•石井 （労務提供）

［平成23年度］

調査担当 三璽県埋蔵文化財センター 調査研究II課（四日市整理所）

主幹服部芳人・穂積裕昌 主査岩脇成人・鈴木規之・ 中村法道・山田猛

主事東谷洋平 技師石井智大・櫻井拓馬

遺跡名（調査次） 面積 調査期間 担当者 現地作業

北山A遣跡（一次） 500面 H23. 11. 7 ~H24. 1. 10 岩脇・穂積 橋本技術株式会社

北山C遣跡（一次） 600面 H23. 7. 11 ~H23. 9. 9 鈴木・石井 西武緑化有限会社

黒士遺跡（一次） 380面 H23.8. 17~H23.8.26 櫻井 株式会社島田組

中野山遣跡（一次） 880面 H23. 8. 24~H24. 1. 13 東谷・穂積・山田 安西工業株式会社

北山城跡（一次） 630面 H23. 11. 7 ~H24. 1. 10 岩脇・穂積 橋本技術株式会社

筆ヶ崎古墳群（一次） 560面 H23. 9. 20~H24. 1. 31 石井・中村 株式会社イビソク

小牧南遣跡（一次） 460面 H24. 3. l~H24. 3. 7 穂積・中村 労務提供

釜垣内遣跡（一次） 2,300面 H23. 10. 24~H24. 2. 17 鈴木・櫻井 株式会社島田組

小社遺跡（一次） 1,020面 H23. 10. 24~H24. 2. 17 鈴木・櫻井 株式会社島田組

北山A遣跡（第 2次） 3,760面 H23.4.25~H23. 12. 22 岩脇・櫻井 株式会社島田組

中野山遺跡（第4次） 4,000面 H23.4.25~H23. 12. 22 疇・中村・山田・ 株式会社島田組

櫻井

中野山遺跡（第 5次） 2,400吋 H23. 8. 24~H24. 1. 13 東谷・穂積・山田 安西工業株式会社

筆ヶ崎古墳群（第 2次） 750吋 H23. 9. 20~H24. 1. 24 石井・中村 株式会社イビソク

4 発掘調査及び本書の作成に際しては、下記の諸先生・諸氏にご指導とご協力を賜った。記して感謝の意を表し

たし‘。

(22年度）中井均 中野晴久堀木真美子

(23年度）泉拓良 山田昌久工藤雄一郎渋谷綾子久保勝正（順不同・敬称略）

5 本書で示す方位はすべて座標北で示している。なお、これまでの調査の経緯から、伊坂城跡は日本測地系を用

いたが、その他の遺跡は世界測地系を用いている。

本書では、以下のように遺構の略記号を使用している。

SH: 竪穴住居 SB: 掘立柱建物 SK: 士坑 SD: 溝

SX: 墓 SZ: 不明遺構 Pit・P : ピット・柱穴

6
 SF: 煙道付炉穴・集石炉
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ー 前 言

1. はじめに

近畿自動車道名古屋神戸線（以下、新名神高速道

路）の四日市JCT~亀山西JCTにかかる埋蔵文化財発

掘調査を、平成20年度から実施している。

平成20年度と平成21年度に実施した発掘調査の概

遺跡の他 3遺跡 (3,110吋）に加え、北山A遺跡の

要は、『埋蔵文化財発掘調査概報 I』1)

掘調査報告』2)

として、 ま

た、平成20年度に発掘調査を実施した伊坂窯跡と平

成21年度に発掘調査を実施した伊坂遺跡の第 5次の

結果については『伊坂窯跡・伊坂遺跡（第 5次）発

として、公表している。その中に当

該遺跡の発掘調査成果はさることながら、新名神高

速道路の概要や発掘調査に至る経緯、保護措置など

についても記載しているため、参照されたい。

現在、伊勢湾岸自動車道（豊田東JCT~四日市JCT)

と新名神高速道路（亀山JCT~草津JCT) が開通して

おり、その間に挟まれるように南北に走る東名阪自

動車道の交通量が増加している。特に、四日市IC周

辺は土日・祝Hなどに非常に激しい渋滞が発生して

いる状況である。その解消などを目的に、四日市JCT

～亀山西JCTの開通が望まれており、四日市JCT~四

日市北JCT間は平成27年度末、 四日市北JCT~亀山西

JCT間は平成30年度末に供用開始が計画されている。

また、

2. 

四日市北JCTから北方向へ接続する東海環状

自動車道の東員ICまでの供用開始も平成27年度末に

計画されており、特にこの周辺を中心に用地買収が

進められている状況である。

平成22年度の概要

現地調査業務 年度当初の計両としては、伊坂城

跡の他 2遺跡の二次調査（計18,000吋） と、中野山

遺跡の他 6遺跡の一次調査（計4,000面）に加えて、

筆ヶ崎古墳群の地形測量を行う予定であった。 しか

しながら、用地の買収が思うように捗らなかったこ

とに加えて、中野山遺跡周辺には絶滅危惧種である

オオタカが営巣するなど、発掘調査を行うための条

件整備が整わない状況であった。その結果、二次調

査は伊坂城跡の 1遺跡 (990面）、一次調査も中野山

東側で仮設道路建設に伴う工事立会い (100対）

合計4,150面を実施したに止まった。

の

なお、年度の途中に、鈴鹿市山本町内で鈴鹿PAの

計画が提示されたため、建設予定地周辺の分布調査

を行った。その結果を含めて『近畿自動車道名古屋

神戸線（新名神）四日市JCT~亀山西JCT)建設予定

地内埋蔵文化財一覧V』2011.5を作成した。

査の結果、鈴鹿PAの計画予定地には、山本町字高ノ

瀬及び字折子地内で遺物の散布が認められ、高ノ瀬

遺跡と折子遺跡として 2遺跡が新規に登録され、発

掘調査の対象に組み入れられた。

室内業務

3. 

室内業務

この調

調査を行った各遺跡の出土遺物や図面・

写真などの資料整理作業に加え、前述の『埋蔵文化

財発掘調査概報 I』を平成22年7月に、『伊坂窯跡・

伊坂遺跡（第 5次）発掘調査報告』を平成23年 3月

に作成、刊行した。

平成23年度の概要

現地調査業務 昨年度に比べて、全体的には用地

買収が進み、当初の計画としては、伊坂城跡の他 3

遺跡の二次調査（計9,500五）、北山C遺跡の他10遺

跡の一次調査（計8,500可）、合計18,000面が予定さ

れた。今年度は、用地買収の進捗を踏まえて、発掘

調査計画を確認しあう定例会を、各工事区と三重県

高速道北勢プロジェクトを交えて、概ね 2ヶ月に 1

回定期的に開催した。今年度は、結果的には、伊坂

城跡など一部の遺跡で、用地買収が進まなかったが、

二次調査を計10,910面、一次調査を計7,330rrf、合

計すると 18,240面と、ある程度計画通りの発掘調査

を実施することができた。 また、筆ヶ崎古墳群につ

いては、今年度の二次調査以外に現存する古墳群の

調査前地形測量も実施した。

調査を行った各遺跡の出土遺物や図面・

写真などの資料整理作業に加え、平成21年度に調査

を実施した伊坂城跡の成果を『伊坂城跡（第 3次）

発掘調査報告』3) として、平成24年 3月に作成・刊

行した。

-1-
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4. 普及公開活動

発掘調査の成果などについて、広く一般の方に知っ

ていただくために、様々な方法で普及公開活動を行っ

た （表 2・表 3)。

平成22年度は、二次調査を行ったのが、伊坂城跡

だけで、しかも現地が急峻な地形ということもあっ

て、現地での発掘調査説明会は開催しなかった。し

かし、出前講座として、北山町自治会と三重県立北

星高校へ出向き、発掘調査ニュースは 2回、 No.2と

No.3を発行した。

平成23年度は、現地での発掘調査説明会を10月

（中野山遺跡第 4次・北山A遺跡第 2次）と、 12月

（筆ヶ崎古墳群第 2次）の 2回行った。その説明会

資料として発掘調査ニュースのNo.4とNo.5を発行し

た。また、年度末の 3月には下野地区市民センター

内容 所在地・会場

において、地元向けに平成23年度の発掘調査成果説

明会を催し、約30名の参加があった。また、今年度

も、地元の八郷の遺跡を守る会の整理所見学や、三

重県立北星高校や保々地区歴史を語る会への出前講

座を行うなど、様々な依頼を受ける行事も多くなり

つつある。

註

1) 三重県埋蔵文化財センター2010『近畿自動車道名古

屋神戸線（四日市JCT~亀山西JCT) 建設に伴う埋蔵

文化財発掘調査概報 I』

2) 三重県埋蔵文化財センター2011 『伊坂窯跡・伊坂遺

跡（第5次）発掘調査報告』

3) 三重県埋蔵文化財センター2012『伊坂城跡（第 3次）

発掘調査報告』

開催年月日 参加人数 備 考

北星局校
県立北星高校 平成21(2009)年1月18日（日） 30名

出前講座

伊坂窯跡
伊坂窯跡 平成21(2009)年3月3日（火） 30名 地元住民・小学校児童

遺跡見学会

伊坂遺跡
伊坂追跡 平成21(2009)年11月22日（日） 100名 地元自治会主催

ふれあいフェスタ・歴史ウオーキング

発掘調査成果説明会
八郷地区市民

平成22(2010)年3月7日（日） 50名
センター

八郷の遺跡を守る会 四日市整理所
平成22(2010)年5月7日（金） 8名

整理所見学 倉庫

北星高校
県立北星高校 平成23(2011)年 1月16日（日）・ 20日（木）

40名(16日）
出前講座 30名(20日）

北山町自治会
北山町公民館 平成23(2011)年3月24日（木） 20名

出前講座

中野山遺跡（第 4 次）•北山 A遺跡（第 2 次）
四日市市北山町 平成23(2011)年10月2日（日） 10時-15時 320名 東環中野山遺跡第3次と同時開催

現地説明会

八郷の遺跡を守る会 四日市整理所
平成23(2010)年11月29日（火） 8名

整理所見学 倉庫

筆ヶ崎古墳群第2次
四日市市小牧町 平成23(2011)年12月3日（土） 14時~16時 110名

現地説明会

北星高校
県立北星高校 平成24(2012)年 1月19日（木）・ 22日（日）

18名(19日）
出前講座 33名(22日）

発掘調査成果説明会
下野地区市民

平成24(2012)年3月4日（日） 14時-16時 30名
センター

保々地区歴史を語る会 保々地区市民
平成24(2012)年3月17日（土） 13時-15時 45名

出前講座 センター

表2 普及公開活動一覧

N O  発行年月 備 考

NO. 1 平成22(2010)年 1月

NO. 2 平成22(2010)年 8月

NO. 3 平成23(2011)年 1月

NO. 4 平成23(2011)年10月 中野山遺跡（第 4次） •北山 A遺跡（第 2 次）現地説明会資料

NO. 5 平成23(2011)年12月 筆ヶ崎古墳群（第 2次）現地説明会資料

NO. 6 平成24(2012)年 3月 発掘調査成果説明会 (3/4) で配布

NO. 7 平成24(2010)年 3月

表3 発掘調査ニュース刊行一覧
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伊坂城跡（第4次）

1. はじめに

伊坂城跡は、朝日丘陵の南端に位置する戦国時代

の城館跡である。当遺跡は、現在の里道を境として、

主郭や櫓台などの主要な防御施設が密集する狭義の

城域（遺跡北半）と、士塁や堀切を伴う屋敷地（遺

跡南半）に 2分することができる。遺跡の南半を対

象とした既往の調査では、古墳時代、戦国時代の遺

構・遺物などを確認している 1)。

今回の調査は、遺跡北半を対象とした初めての調

査である。調査地は狭義の城域の南東端にあたり、

尾根上に数個の小さな平坦面がみられる 2)。この平

坦面の実態解明を目的として丘陵斜面に調査区を設

定した。また、丘陵の裾をめぐる堀の有無を確認す

るため、谷部にも調査区を設けた。

2. 遺構

(1)斜面部

表土を除去し、地山上で遺構検出を試みたが、遺

構は確認できなかった。また、各平坦面を断ち割り、

士層の確認を行ったところ、切岸や盛土の痕跡は認

められず、流出士の堆積や風倒木による地形の変化

により平坦面が形成されたと考えられた。

(2)谷部

堀などの遺構は検出されなかった。断ち割りの結

果、谷部の平坦地は、断続的な丘陵流出上の堆積に

よって形成された自然地形であることがわかった。

なお、遺跡外側にむかって筋状に配置したトレン

チでは、表土下にシルトや粗砂などが厚く堆精して

おり、地表下約2.3mで極めて軟弱なグライ層となっ

た。各層を精査したが、遺構・遺物はなかった。こ

の状況から、中世以前の谷部は低湿な環境であった

と推測される。

3. 遺物

斜面部・谷部とも、表上中に数点の中批の上器・

陶磁器がみられるのみであった。なお、平坦面 1の

下層で、古代以前の士師器・ 須恵器が出士したこと

は特筆される。遺跡北半の丘陵上においても、古墳

時代の遺構が広がっている可能性が高い。

4. まとめ

今回の調査では、伊坂城に関連する遺構や作事は

確認できなかった。ただし、このような自然地形を

城に取り込み、曲輪や通路として利用していた可能

性は否定できない。隣接地の調査結果なども踏まえ

た上で、当調査地の性格付けを行う必要があろう。

今後も、現状の地形や既往の縄張り図の検証作業

を進め、伊坂城の実態を明らかにしていきたい。

註

1) 三重県埋蔵文化財センター2003『伊坂城跡発掘調杏

報告』、同2012『伊坂城跡（第3次）発掘調査報告』

2)伊藤徳也1997「北伊勢における中世城郭の現況」『研

究紀要』第6号 三重県埋蔵文化財センター

さ(;"• · 吋筐藝嚢ー

了`さ、 I; j 

,~: I 

ゃr-.._. J 
.. ~. . . :, ぷ鼻 ＊ 

＇ 
I
 

•、.:;:.__-

J ,, 

、'-'-,.'"一
写真 1 斜面部トレンチ全景（北東から）

緬 ． 
゜

:̂ 
て＞．

”々. 
｀
．
匹

，
 

．
 

＂ 

rj' 

嘩

写真 2 谷部トレンチ全景（北から）

-5-



図2 伊坂城跡調査区位置図 (1: 5, 000、縄張図は註 2文献による）

()I (J) 

X• 106720 

X=1067<0 

゜
10 m 

図3 遺構平面図 (1: 400、座標は日本測地系準拠）
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中野山遺跡（第4次）

1. はじめに

中野山遺跡は、四日市市北山町に所在する。当地

は近畿自動車道名古屋神戸線（新名神高速道路）か

ら東海環状自動車道が分岐する四日市北JCT部分に

あたるため、調査は両事業ごと、新名神調査区と東

海環状調査区に分けて行っている（図 4)。新名神

道建設に関わる調査として実施したのは、今回報告

する第 4 次•第 5 次調査である。

第4次調査区は遺跡の東側に位置する。現地表下

約40cmで当地の地山に達し、当該面上ですべての遺

構を検出した。

2. 遺構

(1)縄文時代早期の遺構

竪穴住居4基と炉穴22基を確認した（図 6 • 表4 • 

巻頭図版 1)。当該期の遺構は調査区北西に集中し、

古代の遺構分布とは著しい対照をなしている。隣接

する第 5次調査区と同様、中野山遺跡北側の小規模

な谷の付近に遺構が集中する可能性が高い。

竪穴住居 直径 3~4mの浅い皿状の落ち込みであ

る。削平のためか、垂木穴は検出できなかった。

炉穴煙道付炉穴と集石炉の 2種がある。遺構の切

り合いによれば、集石炉には煙道付炉穴・竪穴住居

よりも新しいものが認められる。

①煙道付炉穴 19基確認した。煙道部が細くすぼま

る典型的な煙道付炉穴のほか、全長が短く楕円形を

呈するものや、煙道部と開放部の幅がほぼ等しく、

両者の区別が難しいものがある。こうした形態の差

は炉穴の時期差を反映している可能性があろう。い

ずれの炉穴とも、 5~10cmの被熱層が形成され、地

山の粘質士が赤変硬化している。

炉の主軸方位は北東ー南西を指向するが、煙道の

推定開口方向は一定でない。なお、本調査区の炉穴

では、煙道の天井部は検出されなかった。

②集石炉 3基ある。礫の法量・用法で 2分できる。

A類 (SF 1022・S F 1023) : 拳大礫のみを用いる

もの。士坑の底面が被熱する。

B類 (SF1010) : 底に大型礫や石1II1状の扁平な礫

を4~5個敷き、上部に拳大礫を充填するもの。第

3次調査に多いタイプである。底石の上面が被熱し、

掘形の底面は被熱しない。また、埋士に炭化材が多

く残る点や、埋士が漆黒色を呈する点も特筆される。

炭化材の年代測定 工藤雄一郎氏（国立歴史民俗博

物館）、（株）パレオ・ラボに委託し、炉穴底面で採

取した炭化材を℃年代測定 (AMS法）に供した。

その結果、煙道付炉穴では9300~9200yrBP、集石炉

は9300~8800yrBPの1•c年代が得られた（表 4)。既

往の測定データによれば、大川式～山形文盛行期に

あたる測定値であり 1)、年代の幅がある。なお、集

石炉A類の測定値はやや新しく、遺構の切り合いや

出上上器の様相とも整合的である。また、樹種同定

の結果、炉穴の燃料材にはコナラ・クリ等の広葉樹

類が多用されていることが判明した。

(2) 弥生時代の遺構

調査区の北部や東部で竪穴住居 1棟(SH1026)、

土坑 1基(SK1027)、溝1条(SD1042)を確認した。

当該期の遺構は寡少であり、集落の面的な広がりは

認められない。これら遺構の時期は中期中葉に限定

され、短期的な居住地として当地を利用していた様

子がうかがえる。

(3) 古代の遺構

飛鳥～奈良時代の竪穴住居6棟と掘立柱建物21棟、

大型上坑 7基を確認した。当該期の遺構は調査区南

西に集中しており、集落はさらに南側へ広がると予

想される。竪穴住居のなかには焼失住居と推測され

るものがある (SHlOll)。掘立柱建物は、総柱建物・

側柱建物の双方が認められ、比較的大型の柱穴をも

つSB1072が調査区南端で検出された。 SK1061は

当遺跡に特徴的な大型士坑で、輔羽口が出土した。

しかし、鍛冶炉の検出には至っておらず、鍛冶工房

の所在は明らかにできなかった。

3. 遺物

ここでは、縄文時代早期の出士遺物について概観

する。遺物の出土量は少なく、コンテナ数箱にとど
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図4 中野山遺跡調査区位置図 (1: 5, 000、北山A遺跡を含む）

図5 遺構平面図 (1: 500) 
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図6 縄文時代早期の遺構 (1: 200) 

遺構名 種別
法量(m) "C年代

長 幅 深 (yrBP士1a) 

SF1003 煙道付炉穴 1. 6 0. 6 0. 4 9315士30

SF1004 煙道付炉穴 2.3 0. 7 0. 3 

SF1005 煙道付炉穴 0. 8 0. 5 0. 15 

SF1006 煙道付炉穴 1. 3 0. 5 0. 3 

SF1007 煙道付炉穴 1 3 0. 8 0. 25 

SF1008 煙道付炉穴 1. 4 0. 5 0. 4 9310土30

SF1010 集石炉 (B) 0. 8 0. 7 0. 3 9350士30

SF1014 煙道付炉穴 1. 3 0. 5 0. 3 

SF1015 煙道付炉穴 2.0 0. 5 0. 4 9210士35

SF1016 煙道付炉穴 1. 2 0. 7 0. 4 9340土35

SF1018 煙道付炉穴 1 4 0. 5 0. 4 9360土35

SF1019 煙道付炉穴 0. 6 0. 4 

SF1022 集石炉 (A) 1. 1 0. 7 0. 5 9075土30

SF1023 集石炉 (A) 1. 1 1.0 0. 7 8880土30

SF1024 煙道付炉穴 2.0 0. 9 0. 4 

SF1029 煙道付炉穴 1. 3 0. 8 0. 4 

SF1030 煙道付炉穴 1. 5 0. 6 0. 5 9335士35

SF1062 煙道付炉穴 1. 2 0. 5 0. 2 9235士30

SF1073 煙道付炉穴

SF1074 煙道付炉穴 1. 6 0. 6 0. 5 

SF1077 煙道付炉穴 0. 7 0. 3 

SF1080 煙道付炉穴

SH1009 竪穴住居 2.6 0. 2 

SH1012 竪穴住居 4. 0 0. 1 

SH1013 竪穴住居 3.0 0. 15 

SH1025 竪穴住居 3. 7 0. 15 

J
 

被熱による赤変範囲

SF1015 (煙道付炉穴）

lm 

一＠底／

｀ 
SF1022 (集石炉A) SF1010 (集石炉B)

表4 縄文遺構一覧 図7 主要炉穴実測図 (1: 40) 
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まっている。

押型文土器（図 8) 大川式の新相から神並上層式

までのものが出士している。神並上層式のものが多

いが、土器は特定の遺構に集中しており、必ずしも

遺構群全体の時期を示すものではない。

1は浅い斜格子目文、

す。

2はやや崩れた市松文を施

3は格子目文で薄手のもの。

最上層、

4~7はSF1016 

8~9はSF1022の遺物である。 SF 1016 

はSF1022に切られているが、士器の時期差は看取

されない。当資料は、両遺構廃絶後の浅い凹みに廃

棄された上器群であろう。

押型文がみられる。

山形文を組み合わせるもので、奈良県桐山和田遺跡

2群C2類2)

6 は小振りの格子~. 斜格子・

に類する。

文を縦横に施文する。

4は口縁部片で矢羽状の

7は3条単位の粗い山形

8~10は山形文。 9・10は原

体を縦走させ、横位の山形文を施す。 11~13はSH

1025出土遺物で、 11は口縁部の山形文が体部へと連

続している。 12・13は、

施文し、広い無文帯を有する。

石器 本遺跡では、尖頭器や刃器の出士量が非常に

少なく、礫器や磨石・石1II1等の植物性食料調理具が

卓越している。 こうした石器組成の特徴は、炉穴の

機能や利用と関連する可能性があり、今後検討を要

するだろう。

4. まとめ

ごく浅い山形文等を帯状に

今回の調査によって、中野山遺跡が三璽県有数の

縄文早期の遺跡であること判明した。炉穴の出土数

は今年度調査（第 3~5次） で66基に達し、三重県

最多の事例となった。遺構の分布は谷の付近に集中

する可能性が高く、水場や狩猟・採集の場として谷

を利用していたものと推測される。 このように、本

遺跡は生業と遺跡形成との閲係性を追及できる良好

な遺跡であり、かつ、広範囲の調査によってその全

容を明らかにしうる稀有な例である。なお、出土士

器の型式や"Cの測定値には幅があり、遣構・遣物

の内容には県内の既往の調査例と異なる要素が認め

られる。今後、時期差や地域差の把握が重要な課題

となろう。

弥生時代には遺構が希薄となり、古代に至るまで

集落は形成されなかったと考えられる。

古代の遺構については、調査区南西で多数の竪穴

住居や掘立柱建物を確認したことから、南側の未調

査地にも飛鳥～奈良時代の集落が広がると推測され

る。また、本調査区でも鉄滓や輔羽口などが出土し、

鉄器生産が行われていたとみられるが、鍛冶関連遺

構の検出は今後の課題である。中世以降は、火葬穴

S K1039・S K1040の検出のみに留まり、現代に至

るまで生活の痕跡は希薄となる。

註

1)遠部慎2011「西日本における押型文土器群の年代と

その環境」『押型文土器期の諸相』（第12回関西縄文

文化研究会資料）

2)奈良県立橿原考古学研究所2002『桐山和田遺跡』
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4 中野山遺跡（第 5次）

中野山遺跡の第 5次発掘調査は、調査区を南区

(1, 600出）と北区 (800吋）の 2箇所に分けて実施

した（図 4参照）。

1. 南区の調査

平成22年度及び23年度の東海環状自動車道調査区

（第 2次調査及び第 3次調査区）に南接する調査区

である。北西側は調査区北側の谷の落ち込みに続く。

掘立柱建物 古代の掘立柱建物を10棟確認した。こ

のうち、 SB1189は中野山遺跡の掘立柱建物のなか

で最大である。北側の SB 1188と南側の SB226 

（第 2次調査区で大半を確認）を合わせた 3棟等の

一群はNlO'Eの方位をとる。このほかに、東偏16

度と20度、 34度のものがある。また、 SB1190は竪

穴住居SH1164を切って建てられており、竪穴住居

から掘立柱建物への転換が図られている。

掘立柱建物のデータを表 5として掲げておく。

竪穴住居 S H1164の 1棟が確認された。東西5.6

mX南北5.6mの正方形を呈するらしく、東壁中央

に竃をもつ。鼈の残りは悪い。埋上から 7世紀代の

士器が出士した。

土坑 大小のものが存在し、いずれも性格不明であ

る。 SK1161とSK1165、SK1167の3基は略円形

もしくは楕円形を呈した大型の士坑である。床面は

安定せず、柱穴や炉等もないため、竪穴住居ではな

いと判断した。

図9 南区遺構配置図 (1 : 300) 

建物
規模 間数

種別

SB1187 総柱
3. 6X 

3X2 
3.2 

SB1188 総柱
3. ox 

2X2 
2. 1 

SB1189 側柱
7. 8X 

4X3 
5.8 

SB1190 側柱
5. 5X 

3X2 
4.0 

5. 2X 
SB1191 側柱 3X2 

3.8 

SB1192 総柱
2. 2X 

2X2 
1.8 

SB1193 総柱
3. 5X 

2X2 
3.3 

SB1194 不明
4. 2X 

2X2~ 
不明

SB1195 側柱？
5. 5X 

4~X2~ 
不明

SB1196 8. 4X 
(SB220) 

側柱
4.2 

4X2 

表5 南区掘立柱建物一覧
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建物
方位 備考

主軸

東西 Nl6°E 

東西 Nl0°E 

中野山
遺跡最

東西 Nl0°E 
大、南
辺は第
2次調
査区

東西 N20°E 

南半は
東西 N34°E 第3次

調査区

東西 Nl0°w 

東西 N0° 

南北？ N34°E 

南北 N20°E 

大半が
南北 Nl0°E 第2次

調杏区



2. 北区の調査

北区は台地の北縁に位置し、東西に細長く伸びる

調査区である。北側と西側は谷の落ち込みに続く。

調査区内の西部にも浅い谷が北に開き、遺構はすべ

てその東側で確認した。面積は1,600面を測る。

(1)縄文時代早期の遺構

煙道付炉穴及びその可能性のある炉穴を20基確認

した。大半は削平のために遺存状態が悪く、遺物も

ほとんど出土しなかった。ただし、 SF1116(写真

3) とSF1135からは押型文上器の小片が出上した。

また、 SF1116には石皿も廃棄されていた。

SF 1125 (写真4 • 図11) は比較的残りがよく、

全長1.3m、最大幅0.7mを測る。煙道の天井部も一

部残存していた。底部の傾斜から煙道と焚き口もあ

る程度復元できる。遺物は出土しなかった。

(2)縄文時代中期の遺構

竪穴住居を 2棟確認した。 2棟とも調査区の北壁

中央部付近で検出され、半分ほどは調杏区外へ広が

る。いずれの竪穴住居からも、縄文時代中期後葉の

士器が出士した。

SH1103 (写真 6) は直径3.5m程の円形と推定

される。多量の礫石と上器片が出上した。周溝が 2

重にわたって検出され、中央部では地床炉跡も検出

された。

S H1104 (図13) は直径4 m程の円形もしくは隅

丸方形と推定される。周溝が 3璽にわたって検出さ

れたことから、同一地点での建替えと考えられる。

(3)縄文時代晩期の遺構

土器棺 (SX1109 : 図15) が調壺区北壁の中央付

近で検出された。円形の掘形内に深鉢が斜めに置か

れていたが、対となる上器または蓋となる石や上器

片は認められなかった。

(4) 古代の遺構

矩形の竪穴住居 (SH1108: 図17) 1棟が調査区

南壁の中央西寄りで検出された。北辺は4.3mを測

るが、大半が調査区外であるために南北規模は分か

らない。周溝は北辺と西辺で検出された。主柱穴は

2基を確認したが、鼈は検出されなかった。遺物は

出士しなかったが、周辺調査区の類例から古代の竪

穴住居と考えられる。

s 

図10 北区遺構配置図 (1: 500) 
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写真6 SH  1103 (南から） 写真7 S H1103出土遺物

,'0 10cm 
、→ ---~cc--) I I 

図16 S X 1109出土遺物実測図 (1: 5) 

図15 S X 1109実測図 (1: 10) 

ク
0 1 m 
I I I I —— --1 

図17 SH  1108実測図 (1: 60) 

!ii 

r . ・.. ~ 

写真 8 SH  1108 (北から）
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5 北山A遺跡（第2次）

1. はじめに

北山A遺跡は、中野山遺跡の東側に隣接する古代

の集落跡で、遺構の内容や地形の連続性などから、

両者は一連の遺跡群として捉えられる（図 4)。平

成22年度に行った一次調査の結果、新名神計画路線

の南側に、古代の遺構が集中していることが判明し

た1)0 

今回の調査は、遺跡西側の3,760rrfを対象とした

もので、北山A遺跡における初の本格調査である。

当地の地山である黄褐色粘質士上で、縄文時代から

奈良時代の遺構を検出した。これらの多くは飛鳥～

奈良時代に属するものである（図18)。

2. 遺構

(1)縄文時代の遺構

土器棺 (SX 136) 2個体分の深鉢片が対向して

出士した。撹乱により上部が削平されているため詳

細は不明だが、横位・合口に据えた縄文晩期の土器

棺であろう（写真 9)。

(2)飛鳥～奈良時代の遺構

掘立柱建物 (SB110) 調査区西端で検出した梁

間 3間、桁行4間の側柱建物である（写真10)。主

軸をN-10°-Wにとる南北棟で、柱穴は竪穴住居s

H95に切られる。

竪穴住居（表 6) 15棟を確認した。竪穴住居は調

査地の南側に集中し、 2~3棟ごとのまとまりをも

つ。住居の平面形は方形もしくは長方形を屋し、そ

の比率はほぼ同数である。主柱穴が明確でないもの

が大半であるが、壁柱穴を有するものはごく少なく、

建物構造はなお検討の余地がある。貼床をもつもの

は稀で、地山をそのまま床面とする例が多い。

北山A遺跡の竪穴住居は、屋内の中央や隅に浅い

土坑を複数配している（写真11• 12)。土坑の埋土

は粘上を多く含み、上面は踏み固められる。埋上に

焼土が混じるものもあるが、被熱層は形成されてい

ない。また遺物は出士しない例が多い。貯蔵穴のほ

か、防湿構造や部分的な貼床などの可能性があろう。

-15-

大型土坑 (SK54・60・62ほか） 竪穴住居の周辺

に位置する長さ 4m、幅2~3mの上坑で、深さは

竪穴住居よりもやや深い。平面形は隅丸方形もしく

は不整円形で、数基の士坑が複雑に璽複しているも

のが多い。遺物の量は概して少なく、士器や鉄滓・

輔羽口などの鍛冶関連遺物がわずかに出士する程度

であった。

集石土坑 (SK68) 調査区南側に位置する、直径

約4m、深さ約0.Smの円形士坑である。埋土の最

上層には拳～人頭大の礫を集中させ、さらに円板状

に破砕した須恵器甕・壺、灰釉陶器、士管、石製加

工円板や砂岩製の砥石などを撒き散らしている。一

方、下層には礫や遺物は殆ど含まれていなかった。

上層の観察によれば、埋没の過程に特異な点は認め

られず、井戸枠等の下部構造の痕跡もなかった。地

山の砂礫層より浸透する水を溜めた士坑であろうか。

本遺構は、出士した須恵器・灰釉陶器から、 9世

紀に位置付けられる。中野山遺跡・北山A遺跡を通

じて最も新相の古代の遺構であり、集落の終焉を考

える上で重要である。また、上器の破砕を伴う遺構

の例として注目されよう。

3. 遺物

コンテナ38箱分の遺物が出士した。士器は中野山

遺跡に比して奈良時代の土器が多い傾向がある。

遺構名 時代 平面形
法量(m)

備 考
長 幅

SHl 古代 壁周溝のみ確認

SH6 飛鳥 方形 4.0 3.6 鉄製品出土

SHlO 奈良 方形 4. 7 4.4 

SH11 古代 4. 3 鉄滓出士

SH19 飛鳥

SH25 飛鳥 貼床のみ確認

SH48 奈良 4.4 

SH58 古代 長方形 4. 7 3.2 

SH64 奈良 長方形 4.4 3. 1 

SH69 古代 長方形 5.2 3.0 SH58に切られる

SH73 古代 長方形 5.4 3.9 

SH75 古代

SH76 奈良 方形 3.8 3.8 

SH79 古代 方形 3.2 3. 1 

SH84 奈良 方形 4. 1 4.0 

表6 古代の竪穴住居一覧
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石製品は砥石が数点、鉄製品はSH6内の土坑や鼈

内から鉄鎌等が出士した。

なお、中野山遺跡等の周辺遺跡と同様、鉄滓．朧

羽口等の鍛冶関連遺物が出上したが、鍛冶炉や工房

を確認することはできなかった。

4. まとめ

今回の調査では、竪穴住居を中心とする古代の遺

構を確認した。遺構は調査地の南側に偏在しており、

さらに南側に竪穴住居群が広がっている可能性が高

写真9 S X 136 (東から）

写真11 SH  6 (西から）

写真13 S K86 (北から）

-17-

い。また、隣接する中野山遺跡に比べ、掘立柱建物

が少ないことが特筆される。遺物は奈良時代のもの

が一定量みられ、中野山遺跡とは集落の時期が若千

異なっている可能性がある。今後の調査によって、

集落の時期的な変遷や居住形態の差などを明らかに

していきたい。

註

1) 北山A遺跡一次調査の詳細については、 P26を参照

されたい。

写真10 SB110 (東から）

写真12 SH 73 (西から）

写真14 S K68 (西から）
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筆ヶ崎古墳群（第2次・一次）

1. はじめに

筆ヶ崎古墳群は、四日市市小牧町字筆ヶ先に所在

する 1)。古墳群の存在は以前から知られており、 8

基の古墳が確認されていた2)。古墳が築造されてい

る場所は南向きの緩やかな丘陵斜面で、南側には西

方向から谷が深く入り込み、小河川が流れている。

この谷を挟んで南側の丘陵上には、居林古墳群や、

飛鳥時代～奈良時代の集落である中野山遺跡が存在

している。
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図19 調査区全体図 (1: 200) 
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近畿自動車道名古屋神戸線（四日市JCT~亀山西J

CT) 建設に伴い、本古墳群の存在する場所にも四日

市北JCTが建設されることとなったため、平成22年

度に古墳の位置や現況の確認を行った。その結果、

先に知られていた 8基に加えて、新たに 2基の古墳

と思われる地形の隆起が確認され、計10基の古墳が

存在する可能性が高いことが判明した。これら10基

の古墳は、 3・4基の古墳からなる 3つの小群を形

成している。古墳の確認とともに、次年度以降の発

掘調査に備えて、 1・2・8号墳の 3基の古墳で構

成される小群の地形測量を行った。

平成23年度には、前年度に地形測量を行った 1. 

2号墳を中心に、 750rrfの範囲について第 2次調査

を実施した。 8号墳については墳丘のほとんどが事

業地外に存在しているため、ごく一部のみの調査と

なった。調査期間は平成23年9月20日～平成24年 1月

24日である。また、それと併行して、古墳群周辺の遺

2. 古墳

構の有無の確認を目的とした一次調査も行っている。

(1) 1号墳

1号墳は 1・2・8号墳のなかでは、最も斜面の

下方に築造されている古墳である。上部をかなり削

平されていたが、周溝や横穴式石室が検出された。

それらからみると、直径 Smほどの円墳であると考

えられる。

周溝周溝は浅く、やや不整形である。斜面上方に

あたる北側から西側にかけてのみに設けられており、

墳丘の東側から南側にかけては周溝が掘られていな

かったようである。

周溝内には石室石材と思われる礫が集積された箇

所もみられたため、周溝が完全に埋没していない段

階で石室が破壊され、周溝内に石室石材が集積され

たものと考えられる。

横穴式石室 1号墳の横穴式石室はほぼ破壊されて

おり、右袖部の一部と玄室右側壁のごく一部が残存

していたに過ぎない。しかしながら、床面に残され

ていた石材の抜き取り痕ともあわせて、疑似両袖式

の横穴式石室で、玄室は胴張りをもつことが明らか

となった。石室は遺存状況が悪いため規模について

は不明な点もあるが、羨道長は0.8m以上、玄室長

-19-

は2.lm、玄室最大幅は1.lmほどとみられる 3)。

壁体には長径30cmほどの川原石が多く用いられて

いる。袖石は立柱状を呈していない。基底石のみに

他よりも大型の石材を用い、その上に小型の石材を

精んで袖部を形成しているようである。

羨道は途中から素掘りの墓道となる。墓道からは

長径30cmほどの礫が検出された。その礫付近では閉

塞士と思われる士層が確認できたことから、閉塞は

主に士で行われ、その中にこうした礫が入れられて

いたものと思われる。

なお、石室の下部は、旧表上上面から深さ0.6m 

ほどの墓壊を掘り込み、その中に構築されているこ

とが確認された。旧表士より上では石室壁体の構築と

墳丘の盛士とが併行して行われていたようである。

出土遺物 横穴式石室の羨門付近の埋士中から、金

環が 2点出土した。いずれも床面からはかなり浮い

ており、石室から石を抜き取った後に埋め戻したと

思われる士の中から検出されている 4)。 2点とも銅

芯に金箔を張って作られたもので、大きさもほぼ同

じである。うち 1点の外径は2.3cmほどあり、断面

は長径0.65cm、短径0.45cmの楕円形を呈する。

また、玄室の奥壁付近では、床面に土師器片が散

布している状況が確認された。 1個体分の小型の上

師器甕である可能性が高い。ほぼ床面直上で検出さ

れたことや、形態からみて古墳時代のものと思われ

ることから、玄室内に副葬されていた土器であると

思われる。

周溝内からも須恵器坪身や土師器甕などが出土し

たが、いずれも小片で、確実に古墳に伴う須恵器は

抽出しがたい。一方、墓道の閉塞部付近では、石室

破壊時の撹乱士と思われる士層中からほぼ完形の須

恵器無燕高坪が検出されている。これが 1号墳に伴

うものとすれば、この古墳は 7批紀前菜～中莱に築

造されたものと考えられる 5)。

(2) 2号墳

2号墳は 1号墳にくらべてやや大きく、 1・2・

8号墳のなかでは、最も斜面の上方に築造されてい

る古墳である。上部をかなり削平されていたが、周

溝や横穴式石室が検出された。それらからみると、

東西径がllm、南北径が12mほどの円墳であると思

われる。



写真15 2号墳周溝内土器出土状況

周溝 周溝はかなり明瞭に検出できた。深さは最も

深いところで40cmほどである。斜面上方に当たる墳

丘の北側から西側を中心に設けられており、斜面下

方に当たる東側から南側にかけては周溝が掘られて

いなかった。

周溝内からは、中層から上層を中心に、多数の須

恵器や上師器の破片が出土した（写真15)。また、

周溝内の士器群に混じって石室石材と思われる礫が

多数検出された。このことから、周溝が完全に埋没

していない段階で石室が破壊されたものと考えられ、

周溝内の士器群は石室が破壊を受けた前後に周溝内

に投棄されたものと推測される。古墳時代後期～終

末期のものと思われる須恵器も出上しており、その

中には、元々は石室内にあった須恵器も含まれてい

る可能性が高い。

横穴式石室 2号墳の横穴式石室も大きく破壊を受

けていたが、羨道左側壁の下部などは良好に遺存し

ていた。他の部分についても、基底石のみが部分的

に遺存しており、床面に残されていた石材の抜き取

り痕ともあわせて、ほぼ石室の形態を知ることがで

きた。石室は疑似両袖式で、玄室は明瞭な胴張りを

もつ。羨道長は1.7m、玄室長は3.lmで、玄室最大

幅は1.lmほどである。

石室壁体を構築している石材は、長径40~50cmほ

どの川原石の円礫が主体である。長細い形状の円礫
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を、長軸が石室主軸に直交するように小口積みにし

ている。ただし、最下段のみは玄室・羨道ともにや

や大振りの石材を、長軸が石室主軸と並行するよう

に置いている。また、奥壁については最下段右隅の

1石のみしか遺存していなかったが、長細い石材を

縦長になるように置いており、側壁とは石材の積み

方がやや異なっていた可能性がある。

羨道の前面には 1号墳と同様に素掘りの墓道があ

り、やはり閉塞に用いたと思われる礫が検出された。

この礫の付近では閉塞上と思われる上層が確認でき

たが、その上層中から上師器片が数片出上している。

墓壊についても、 1号墳と同じく旧表士上面から

0. 5mほどの深さに掘り込まれており、石室下部は

その中に構築されていた。旧表士より上についても、

やはり石室壁体の構築と墳丘の盛士とが併行して行

われていたようである。

出土遺物 横穴式石室の奥壁付近の床面より、須恵

器の長頸壺と無蓋高坪が 1点ずつ、完形で出土した。

無蓋高坪は倒立した状態で出土している。長頸壺は

高台状の脚を持ち、脚には小さな方形の透孔を二方

向にあけている。無蓋高坪は脚部に二段二方向の透

孔をもつ。この 2点の須恵器からみて、 2号墳は 7

世紀前菓～中菓に築造されたものと考えられる。

また、玄室内の埋土中から一辺2.5cm、厚さ0.3~

0. 4cmほどの板状の鉄片が出士した。床面からかな

り浮いた位置で出士している。どのような製品の破

片なのか特定できておらず、副葬品の一部であるか

どうかは不明である。

周溝内から出上した上器には、須恵器坪身・短頸

壺・高坪や上師器壺などがある。須恵器高坪には脚

に二段三方向の透孔をもつものがあり、これは遣存

状況や帰属時期などからみて古墳に伴うものである

可能性が高い。また、短頸壺にも古墳に伴うと考え

られるものがある。

(3) 8号墳

8号墳は 2号墳の東側に位置する。事業地内には

西裾部のみが入っており、発掘調査もこの部分が対

象となった。

調査範囲が狭いため、周溝と墳丘の一部を検出し

たにとどまる。調査区内では埋葬施設に関する情報

は得ることができなかった。



周溝 墳丘の北側から西側にかけての部分で周溝が

検出された。浅く、不整形である。周溝内から奈良

時代のものと考えられる士器が出士しているほか、

底面付近で焼上の広がりも認められたため、後世の

改変を受けている可能性もある。

周溝内の墳丘裾部からは、古墳時代のものと考え

られる須恵器坪蓋と士師器甕が出土した。周溝底か

らはやや浮いている。

出土遺物 周溝内から出士した須恵器杯蓋は口縁部

と天井部との境に明瞭な稜をもつが、口径はそれほ

ど大きくない。上師器の甕は、口縁部の破片である。

大型のものと思われ、頸部の締まりは緩い。

これらが 8号墳に伴う遺物であれば、 8号墳は 1. 

2号墳と同じく 7世紀前葉～中葉に築造されたとみ

られる。

3. 古代の遺構

今回の筆ヶ崎古墳群第 2次調査において、奈良時

代の遺構が複数検出された。当初はこうした古墳時

代以降の遺構の存在は想定していなかったが、竪穴

住居のなかにはエ房的な機能を持つとみられるもの

もあり、重要な成果となった。

(1) 竪穴住居

まず、竪穴住居について述べておきたい。竪穴住

居は 2棟検出されている 6)。

SH2 大型の竪穴住居で、平面形は東西7.2m、

南北6mの長方形を呈している。ただし、壁周溝の

位置からみて、内部の空間は5.2m四方のほぼ正方

形を呈していたと考えられる。緩やかな斜面を深く

掘り込んで造られており、深い部分では0.7mほど

もある（巻頭図版 2)。床面からは鍛冶炉が 2基検

出されており、エ房施設的な機能を有していた可能

性がある。

SH2は、先行して存在したほぼ同じ規模の竪穴

住居SHlOを人為的に埋めた後に、その上からやや

西へ位置をずらして掘り込んで造られている。床面

はSHlOの床面よりも20~25cmほど高い。なお、 S

HlOと重複しており SHlOの埋上が床となっている

部分では、床面に粗い砂質上を 5cmほど貼って固め

ていた。鍛冶を行うにあたって防湿を意固していた

可能性がある。
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四固の床面からは壁固溝が検出された。東西の壁

周溝は、掘形の壁から若干離れた位置で検出されて

いる。この部分では壁際に礫を多く含む士が堆積し

ていた。壁周溝に板状のものが立てられており、そ

れと壁との間にこうした上が詰められていたとも考

えられる。もしそうであれば、やはり防湿を意図し

ていた可能性があろう。

北辺中央の墜際では焼士塊や炭化物の集中がみら

れた。士師器甕の破片もまとまって出士しており、

竃が存在していたものと考えられる。

鍛冶炉は 2基とも同じ形態である 7)。炉床は粘上

を貼って構築されていると思われ、長径40~50cm、

短径25~30cm、深さ10cmほどの楕円形に窪んでいる。

内面は黒色を呈し、非常に硬く硬化している。北端

は片口状にやや突出し、被熱が弱まっていることか

ら、その部分に羽口が設置されていたと推測される。

西側の鍛冶炉では、内部に椀形の鉄滓が残されてい

た（裏表紙写真）。東側の鍛冶炉の埋土からも小型

の鉄滓が検出されている。

また、 2基の鍛冶炉の間からは、径45cm、深さ15

cmほどの小型の士坑が検出された。埋士上層には炭

化物を多く含んでいた。埋土を飾にかけたところ、

微細な鉄滓や鍛造剥片が多量に検出された。中には

粒状滓とみられるものも含まれている。この上坑は

鍛冶作業に関わる施設であった可能性もあろう。

SH2の埋士からは多量の土器が出土した。須恵

器杯・坪蓋・長頸壺・甕、士師器坪・甕などがある。

床面直上には、ほぼ完形の須恵器杯が 2点残されて

いた（図20 1・2)。この坪は無高台の坪で、底

部はヘラ切り無調整である。こうした出上遺物から

みて、 SH2は奈良時代前半のものと考えられる。

埋上には多量の炭化物や焼上塊も混じっていた。

ただし、大きな鉄滓は出上していない。床面付近の

埋土については飾にかけた上で肉眼観察を行い、さ

らに磁石を用いて精査したが、 5皿を越えるような

大きさの鉄片はほとんど検出されなかった。こうし

~~ 
10cm 

図20 SH  2出土須恵器 (1: 4) 



た点と、鍛冶炉の形態や土坑から出士した鍛造剥片

などからみて、 SH2では小型の鉄製品を製作する

ような鍛錬鍛冶が行われていた可能性が高い 8)0 

SH10 SH2と重複する竪穴住居で、 2/3程度が

SH2によって壊されている。ただし、 SH2の方

が床面が高いため、この住居の床面は完存していた。

平面形は東西 7m、南北6.lmの長方形を呈してい

る。造られた位置や規模はSH2とほぼ同じである

が、内部に鍛冶炉は構築されていなかった。

四周の床面からは壁周溝が検出された。また、北

東隅部付近で竃が検出された。竃付近からは上師器

甕の破片がまとまって出土している。

埋士からは多量の士器が出土した。須恵器坪・坪

蓋・長頸壺、士師器甕のほか、径 3CIIlほどの鉄滓が

出士している。また、南側の壁周溝上面からは長さ

25cmの大型の釘と思われる鉄製品が出土している。

出土した須恵器からみて、 SHlOは奈良時代前半の

ものと考えられる。 SH2とは時期的にも近い可能

性が高い。屋内から鍛冶炉は発見されなかったもの

の、鉄滓や鉄製品の出士からみて、付近で鍛冶が行

われていた可能性もあろう。

(2) その他の遺構

竪穴住居以外には、上坑や溝、落ち込み、ピット

などが検出されている。主なものについて概要を述

べておきたい。

SK  1 調査区南東隅で検出された不整形な士坑で

ある。床面でピットが複数検出された。ピットはい

ずれも深さ30cmほどある。柱痕は確認できなかった。

埋上中からは、須恵器坪蓋・長頸壺、上師器甕、

管状上錘などが出上した。これらの遺物からみて、

SKlは奈良時代のものと考えられる。

SK3 浅い不整形な上坑である。東側は調査区外

へのびており、全形を窺うことはできない。

埋士中からは、須恵器杯・ 杯蓋・長頸壺・甕、士

師器甕などが出士した。このうち、須恵器坪と坪蓋

にはほぼ完形に復元できるものもある。須恵器坪は

輪高台をもつ。須恵器坪蓋は扁平な摘みをもち、ロ

縁端部で短く屈曲する。これらの須恵器からみて、

SK3は奈良時代のものと考えられる。

SF9 長軸1.7m、短軸0.5mほどの浅い楕円形の

士坑である。最上層には焼士塊を多く含む土が堆積

ヽ゜廷ミ T 

していた。埋士の中位には、白色のシルトからなる

厚さ 1cmほどの薄い士層が部分的に広がっていた。

そして、この士層の下には、被熱したと思われる士

層がみられた。

この遺構の性格は不明であるが、最上層を中心に

士師器甕の破片が出土しており、それらの土器から

みて奈良時代の遺構である可能性が高い。

4. 一次調査

一次調査は、幅 2mのトレンチを設定して行った

（凶21)。調査面積は560面（総延長280m) である。

当初は、墳丘が完全に削平された古墳や小石室等の

有無を確認することを主眼としていたが、第 2次調

査区内で奈良時代の遺構が多数検出されたため、奈

良時代の遺構が検出されることも念頭に置いて調査

を行った。

その結果、すべてのトレンチで遺構・遺物が検出

され、古墳群の周辺に広く遺構・遺物が分布するこ

,-,o,,,oo 

~,,,,,.,,, ..、~\ --…ー、ーI<¥

図21 筆ヶ崎古墳群トレンチ配置図 (1: 2, 500) 
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とが判明した。遺構は、古墳群の南側の緩斜面にお

いて最も濃密に分布していた。古墳群の北側につい

ては、北へいくほど遺構密度が低くなっていく様子

が窺われた。

検出された遺構には、上坑や溝、ピットなどがあ

る。 T5では、南北方向にのびる溝状の遺構が検出

された。また、 T6では埋士に須恵器や士師器を多

量に含む大型の士坑が検出された。第 2次調査区で

検出された SH2や SHlOのような遺構が存在する

可能性もある。

これらの遺構やその周辺から出上した遺物には、

須恵器や士師器、管状士錘などがある。須恵器には

飛烏時代から奈良時代にかけてのものがみられるが、

なかでも奈良時代に属するものが多いようである。

したがって、検出された遺構の多くは奈良時代のも

のである可能性が高い。

5. まとめ

筆ヶ崎古墳群第 2次調査では、これまで内容が不

明であった筆ヶ崎古墳群の内容について、様々な情

報が得られた。横穴式石室を埋葬施設とすることが

確実となったほか、横穴式石室が周辺の古墳と同じ

く）I[原石を用いて構築されていることや、疑似両袖

式で玄室が胴張りをもつことなどが確認できた。築

造時期についても、 7世紀前葉～中葉を中心とする

ことが判明した。

また、墳丘や石室の構築過程についてもいくつか

の知見が得られた。こうした古墳の構築に関わる成

果は、今後の筆ヶ崎古墳群の発掘調査においても貴

重な情報といえるだろう。

そして、もうひとつ重要な成果は、奈良時代の遺

構群の検出である。これまで全く知られていなかっ

たものであり、当該地域における古代集落の展閲に

ついて再考を促すこととなった。

特に、 SH2のような鉄製品の加工を行う施設が

確認されたことは注目に値する。筆ヶ崎古墳群の周

辺では、遺跡の発掘調査で鉄滓が多く出土している

ことや、筆ヶ崎古墳群東方の西大鐘町付近が『和名

類緊抄』にみえる大金郷の所在地と推定されること

から、古代において鍛冶が盛んに行われていた可能

性が指摘されていたが 9)、発掘調査で確実な鍛冶遺
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構を発見できたことは大きな意味を持つ。筆ヶ崎古

墳群近辺の調査が進めば、さらに鍛冶に関わる痕跡

を発見できる可能性もあるだろう。今後の SH2の

資料の整理・分析ともあわせて、当該地域における

生産活動の具体像を明らかにしていく手がかりが得

られることを期待したい。

註

1) 字名は「筆ヶ先」であるが、周知の埋蔵文化財包蔵

地としては従来より「筆ヶ崎古墳群」となっていた

ため、調査においてもそれを踏襲した。

2) 四日市市1988『四日市市史』第2巻資料編考古 1

3) 計測値は内法である。羨道長には袖石部分も含まれ

ている。

4) 出土状況からみて、石室破壊時に意図的に埋め戻さ

れた可能性もあろう。

5) 須恵器の編年や暦年代観については、主に以下の文

献を参照した。

尾野善裕2000 「猿投窯（系）須恵器編年の再構築」

『須恵器生産の出現から消滅一猿投窯・湖西窯編年の

再構築』第 5分冊東海土器研究会、城ヶ谷和広2010

「編年及び編年表 士師器・須恵器・施釉陶器（緑釉．

灰釉）」『愛知県史』資料編4考古4 愛知県

6) SH  2は、調査時には SZ2という遺構名を付与し

ていた。遺物注記も SZ2でなされているが、竪穴

住居状の遺構であるため、本概報では名称を SH2

に変更した。

7) 2基の鍛冶炉が同時に使用されていたかどうかは不

明である。建物内に計画的に配されたような様相が

認められることと、両者とも炉床の遺存状況がよい

ことからみて、同時に使用されていた可能性が高い

と思われるが、さらに検討が必要であろう。

8) 安間拓巳1995 「古代の鍛冶炉 その形態および鍛冶

工程との関連について一」『考古学研究』 42-2 考古

学研究会。なお、金床石の存在についても調査中に

留意していたが、確実なものは発見できなかった。

9) 四H市市遺跡調査会1988『北山C遺跡』
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北山C遺跡（一次）

1. はじめに

当遺跡は、四日市市北部を東西に流れる朝明川の

中流域北岸、標高約60mの台地上にある広大な遺跡

で、四日市市西大鐘町と北山町、一部は桑名市志知

と東員町中上にまで及ぶ。

この遺跡は、四日市市によってこれまでに 2回の

調査が行われた。

1975年の調査では、古墳時代後期の掘立柱建物や

竪穴住居を検出し、日常生活用具としての須恵器や

士師器が出士した。 1987年の調査では、弥生時代の

遺構や、古墳時代の集落跡の存在を示す遺構や遺物

を確認した。弥生時代後期と古墳時代後期との複合

遺跡である 1)。事業地は、本遺跡の最も北に位置す

る桑名市志知地内であり、現況は森林である。

2. 調査の概要と結果

幅2 mのトレンチを 7本設け、 600rtiを調査した。

その結果、 トレンチ 1• 4• 5• 6で幅 lmほどの

溝や上坑などを検出した。

地表から遺構上面までの深さは、 15cm~30cmであっ

た。

これらの溝のうち 3つは、 L字形に曲がっていた。

埋士から、須恵器と士師器が出士した。溝の大きや

形状から推定すると、この遺構は古墳または方形周

溝墓の周溝の可能性がある。

以上の結果、 L字状の溝を確認した西側部分と、

東側部分の2箇所を二次調査の対象とした。

註

1)四日市市1993『四日市市史』第3巻資料編考古II

トレンチ 1

亡
トレンチ4

I ヽ ~I/

け ~1

＼＼／／ 

翠

0 10 m 
I " " I I 

図22 トレンチ 1・4の遺構平面略図 (1: 500) 

写真16 トレンチ 4 (北から）
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黒土遺跡（一次）

1. はじめに

黒士遺跡は、四日市市北山町に所在し、員弁川と

朝明川に挟まれた台地上に位置する。周辺には北山

A遺跡、野中遺跡などがある。

2. 調査の概要と結果

(1) 平成22年度の調査

7箇所のトレンチ (580面）を設けて一次調査を

行った。その結果、 トレンチ4・ トレンチ 5でピッ

トや溝などと思われるものがごく少数検出された。

掘削中に近世～近代の陶磁器片が少量出士している

ことから、これらの遺構は近世以降のものであるか、

あるいは木の根や動物の巣穴の痕跡である可能性が

考えられる。その他のトレンチからは、遺構・ 遺物

は検出されなかった。

(2) 平成23年度の調査

6箇所のトレンチ (380面）を設けて調査を行っ

た。これらについても、近世以降のものか、木の根

などの痕跡である可能性が高い。調査地西側では、

大規模な地形改変の跡が認められ、遺構を確認する

ことはできなかった。

(3) まとめ

以上の結果から、当遺跡の高速道路建設予定範囲

については、二次調査の対象外とした。

写真17 平成23年度トレンチ 5 (西から）

●● , ... 

。

.... .. 
0. .....'/ ク―一、

----1~,,,......---:; 占～ノ ・四．“

盈m

/ 
図24 トレンチ配置図 (1: 2, 000) 
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北山A遺跡（一次）

1. はじめに

北山A遺跡は、朝明川中流北岸の台地に位置する

遺跡である。一次調杏は平成22・23年度にわたって

行った。現況が山林・畑地であった遺跡の西部は22

年度に行い、県道を挟んで、現況が住宅地跡であっ

た遺跡の東部は23年度に行った。

2. 調査の概要と結果

調査は調査範囲内に幅2mのトレンチを22年度は12

箇所（面積 950五）、 23年度は10箇所（面積 500面）

設けて行った（図25)。

22年度の調査区では、遺構検出面は黄褐色粘質土

を主体とする基盤層で、遺構検出面までの掘削深度

は20~60cmと場所によってばらつきがあった。調査

の結果、全てのトレンチで竪穴住居・溝・上坑・ピッ

トなどの遺構を確認した。遺物は弥生上器・ 上師器・

須恵器・石製品（磨石・ 台石）が出士したが、全体

としては、飛鳥・奈良時代のものが多かった。

遺構・遺物は、調査区北側では比較的少なく、南

側で多く確認した。また、 トレンチの掘削深度は北東

部から北部・北西部にかけて徐々に深くなっている。

個々のトレンチを詳細にみると、 トレンチ5・8・

11で遺構・ 遺物が集中し、 トレンチ 8からは完形品

に近い須恵器椀、 トレンチ11からは須恵器高杯の脚

部が出士した。

遺跡東部の23年度の調査区は、遺跡西部の22年度

の調査区より地形が低くなり落ち込んでいることも

あり、調査の結果、検出面からは遺構・遺物は確認

できなかった（表 7)。

ロ日42
, I, 

ー 要二次調査範囲

一平成23年度調査区

I l平成23年度調査済
I 111 

(3,760ボ） 100m 

図25 トレンチ配置図 (1: 2, 000) 
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平成22年度

トレ
調査面積

遺構上

ンチ 面の深 遺構 遺物

No. 
mXm(五）

さ(cm)

Tl 2 X 50 (100) 40~60 
溝・土坑・

ピット

竪穴住居・

T2 2Xl5(30) 40~60 土坑・ピッ 士師器

卜

T3 2X30(60) 40~60 
溝・土坑・

士師器
ピット

竪穴住居・
土師器

T4 2X80(160) 40~60 溝・土坑・
須恵器

ピット

竪穴住居・
土師器

T5 2X70(140) 40~60 溝・土坑・
須恵器

ピット

竪穴住居・

T6 2X20(40) 30~40 土坑・ピッ 士師器

卜

竪穴住居・

T7 2X30(60) 50 上坑・ピッ 土師器

卜

竪穴住居・
土師器

TS 2 X 53 (106) 40~50 溝・土坑．
須恵器

ピット

竪穴住居・

T9 2 X 60 (120) 40~50 溝・土坑． 土師器 写真18 平成22年度トレンチ 2
ピット

竪穴住居・

TlO 2X20(40) 20 溝・土坑．

ピット

竪穴住居・

Tll 2X20(40) 20 溝・土坑． 土師器

ピット

T12 2X7(14) 40 ピット

平成23年度

トレ
調査面積

遺構上

ンチ 面の深 遺構 遺物

No. 
mXm(五）

さ(cm)

Tl 2X5(10) 130 

T2 2 X 35 (70) 40 

T3 2Xl5(30) 20~30 

T4 2X20(40) 30 

T5 2X40(80) 60~110 

T6 2X20(40) 30 

T7 2X50(100) 30 

TS 2Xl9(38) 20~70 

T9 2 X 38 (76) 60 

TlO 2X8(16) 40 

表 7 一次調査結果一覧 写真19 平成22年度トレンチ10
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10 中野山遺跡（一次）

1. はじめに

中野山遺跡は、四日市市北山町に所在し、朝明川

中流北岸の台地上に位慨する。以前から古墳時代を

中心とする遺跡として知られてきたが、近畿自動車

道名古屋神戸線（四日市JCT~亀山西JCT) から東海

環状自動車道が分岐する四日市北JCT建設部分にか

かるため、平成22年度から平成23年度にかけて一次

調査を実施した。

2 調査の結果と概要

(1) 平成22年度の調査

台地上の平坦面及び谷の傾斜地に18箇所のトレン

チ（計1,530吋）を設けて調査を行った（國26)。

遺構はすべてのトレンチで検出し、竪穴建物・掘

立柱建物・ 溝・ 士坑・ピット等を確認した。遺物は

弥生士器・士師器・須恵器・石製品各種が出士し、

破片が主体ながら完形品に近い個体も認められる。

帰属時期は飛烏～奈良時代(7~8世紀）のものが大

勢を占める。

(2) 平成23年度の調査

平成22年度に調査した区域の南西で北山城跡に隣

接した台地上の平坦面に 9箇所のトレンチ(800五）、

北側の谷の底部に 3箇所のトレンチ (80五）をそれ

ぞれ設けて調査を行った（図26)。

台地上の平坦面からは、竪穴建物・溝・ピット等

の遺構を確認した。遺物は、上師器・ 須恵器などが

出士した。これら遺物の帰属時期は飛鳥～奈良時代

(7~8世紀）のものが大半であった。

谷の底部からは、小支谷や落ち込みなどが確認さ

れ、縄文士器・ 弥生士器・土師器・須恵器・山茶碗・

剥片・木製品などが出士した。

(3) まとめ

上記の調査結果から、遺構・遺物が確認されなかっ

た谷の傾斜地を除いた範囲で二次調査が必要と判断

した（図26)。

写真20 平成22年度トレンチ16(北から）

写真21 平成23年度トレンチ 9 (北から）

写真22 平成23年度トレンチ12(北から）
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図26 中野山遺跡（一次） トレンチ配置図 (1: 2, 500) 
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11 北山城跡（一次）

1. はじめに

北山城跡は、朝明川中流北岸の台地に位置する戦

国時代の城館跡である。この城は戦国時代に八風道

沿いに築かれた中世城館の一つと考えられる。

一次調査は城の士塁の外側で行った。

2. 調査の概要と結果

調査は幅2mのトレンチを台地平坦部に 3箇所、

斜面に4箇所、斜面中腹にある中段に 1箇所、平地

に3箇所の合計11箇所（面積 630面）設けて行った

（図27)。

遺構は、台地では堅穴住居・溝・焼土・ピット、

斜面ではピット、中段では士坑、平地では溝・ピッ

トを確認した。遺物は士師器・須恵器が出士した。

これらの遺構や遺物は古墳・飛鳥・奈良時代のもの

と考えられる。

個々のトレンチを詳細にみると、台地に設けたト

レンチ4・5・6の検出面は褐色粘質土を主体とす

る基盤層で掘削深度は30~40cmであった。斜面に設

一図27 トレンチ配置図 (1: 2, 000)※伊藤徳也2008『再発見・北伊勢の城』所収の現況医を合成した。
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けたトレンチ 2・3・7・8の検出面も褐色粘質士

を主体とする基盤層で、掘削深度は平均して約50cm

であった。台地と斜面の士層は表士・黒褐色粘質士ま

たは暗褐色粘質土・褐色粘質土（基盤層）の順序で

堆積している。中段に設けたトレンチ 9の検出面は

褐灰色粘質士を主体とする基盤層で掘削深度は10cm

と浅い。平地に設けたトレンチ 1・10・11の検出面の

北側は褐色粘質士を主体とする基盤層で、掘削深度

は約30cm、南側は暗緑灰色粘質士を主体とする基盤層

で、掘削深度は最深160cmであった。つまり、平地の

北側より南側の方が検出面までの掘削深度が深くなっ

ている。この遺跡の土層の特徴はトレンチ 9を除き

全体的に黒色粘質士が中間層に見られ、 トレンチ 3

の南端を除き粘質士で層が形成されている（表 8)。

北山城跡の東側に隣接する中野山遺跡では飛鳥・

奈良時代の集落の存在を確認しており、その集落が

当台地部まで広がっていた可能性がある。

写真23 トレンチ 6 (上師器）

写真25 トレンチ 8全景（南から）
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トレ
調査而積

遺構上

ンチ 面の深
No. 

mXm(面）
さ(cm)

Tl 2X30(60) 50~160 

T2 2X35(70) 35~55 

T3 2X40(80) 60~90 

T4 2 X 65 (130) 30 

T5 2X35(70) 40 

T6 2X45(90) 40 

T7 2Xl0(20) 30~46 

TS 2Xl0(20) 30~90 

T9 2Xl0(20) 10 

TIO 2Xl5(30) 30 

Tll 2X20(40) 80~150 

表 8 一次調査結果一覧

写真24 トレンチ 9 (上坑）

写真26 北山城跡全景（南から）

遺構 遺物

溝 士師器
ピット 須恵器

ピット
土師器
須恵器

ピット 士師器

竪穴

住居 土師器
ピット

竪穴住居 士師器

ピット

士坑

ピット



12 小牧南遺跡（一次）

1. はじめに

小牧南遺跡は、平成 5年に実施した第二名神高速

道路（現在の新名神高速道路）建設に伴う分布調査

で新たに発見した遺跡で、四日市市小牧町の朝明川

南側の台地斜面（標高35~37m) に立地する。

2. 調査の概要と結果

本年度は、先行工事が予定されている高速道路路

線の橋脚部分 (3,800面）を対象に調査を行った。

調査は幅 2mのトレンチを 6箇所 (Tl~T6)設

定して実施した（図28)。

遺構検出面は暗褐色粘質土を主体とする地山で、

遺構検出面までの掘削深度は0.3~0. 5mである。

調査の結果、全てのトレンチから遺構・遺物を濃密

に検出した。

遺構としては、古墳時代の竪穴住居や掘立柱建物

の柱穴と思われるピットや士坑、溝がある。なかで

も、 T4中央辺りでは複数の切り合いからなる竪穴

住居群を確認している。

出士遺物は、古墳時代の士師器が大半を占め、僅

かではあるが縄文上器もみられた。

以上の調査結果から、対象範囲には古墳時代でも

前期を中心とする集落跡と縄文時代の集落跡の存在

が予想され、二次調査が必要と判断した。

写真27 トレンチ 6 (南から）
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図28 トレンチ配置図 (1: 2, 000) 
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13 釜垣内遺跡（一次）

1. はじめに

当遺跡は、鈴鹿市小岐須町、入道ヶ岳と野登山と

の谷間を流れる御幣川と、入道ヶ岳より発する鍋川

に挟まれた扇状地上にあり、山茶碗や陶器類などが

採集されたことから、鎌倉時代以降の遺跡として知

られていた。平成19年の分布調査で遺跡外でも広く

遺物の散布を確認したため、遺跡範囲を拡大しだ）。

遺跡の北西には、上分田遺跡や寺垣内遺跡などの

中世の遺物散布地が存在し2)、さらに西方には、戦

国時代の築城と伝えられる小岐須城跡がある 3)0 

事業地は、遺跡の北端及び南端部分を除く大部分

を占める。調査地の現況は田畑である。

2. 調査の概要と結果

調査は、幅2mのトレンチを41箇所設けて行った。

調査面積は、 2,300面である。

その結果、 19箇所のトレンチで溝や士坑、柱列な

どの遺構を検出した。表土から遺構面までの深さは、

トレンチ12・17・36など調査地中央部で約30cm~40

cmであり、 トレンチ4・5・38・39などの西部で約

80cm~100cmであった。

遺構は、調査地の西部を中心に分布しており、 ト

レンチ15• 23以東では遺構は認められなかった。な

お、調査地中央部のトレンチ 9•10•11で南北に走

る旧河道を検出した。

遺構の埋土中には、 13世紀代の上師器や山茶碗・

常滑焼などの陶器が認められた。また、 トレンチ10

などから灰釉陶器も若干量出上しており、釜垣内遺

跡は平安末から鎌倉時代の集落であると考えられる。

以上の結果、調査地の西半を二次調査の対象とし

た。なお、耕作物や家屋があるため一次調査未実施

地があり、一次調査が必要である。

註

1)三重県教育委員会・三重県埋蔵文化財センター2007

『近畿自動車道名古屋神戸線（第二名神）四日市JCT~

菰野IC建設予定地内埋蔵文化財一覧』 1II
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2)鈴鹿市教育委員会1987『鈴鹿市遺跡地図』鈴鹿市埋

蔵文化財調査報告m

3)仲見秀雄1983「鈴鹿市」『三重県の地名日本歴史地名

大系24』平凡社

写真28 トレンチ 7 (南から）

写真29 トレンチ17(東から）

写真30 トレンチ13(西から）



調査杭No. 遺構 遺物

1 なし なし

2 溝 なし

3 なし なし

4 溝 なし

5 士坑・溝 なし

6 上坑・ピット 土師器・山茶碗

7 溝 士師器

8 士坑・溝・ピット 土師器・土器

， 土坑・溝・ピット 土師器

10 なし 灰釉陶器

11 なし 陶器

12 土坑・溝 土師器・山茶碗

13 土坑・溝・ピット 土師器・山茶碗

14 土坑．柱列・ピット 士師器・山茶碗

15 なし なし

16 なし なし

17 士坑・ 溝 土師器

18 溝・ピット 土師器・山茶碗

19 

20 なし なし

21 なし 陶器

調査杭No. 遺構 遺物

22 なし なし

23 なし なし

24 なし なし

25 なし なし

26 なし なし

27 なし なし

28 なし なし

29 なし なし

30 なし なし

31 ピット なし

32 士坑・ピット なし

33 土坑・ピット 土師器・黒色土器・山茶碗・陶器

34 なし なし

35 なし 灰釉陶器

36 土坑・溝 土師器・山茶碗

37 なし なし

38 ピット なし

39 溝 なし

40 なし なし

41 土坑．柱列 山茶碗

42 なし なし

表 9 トレンチ一覧
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図29 釜垣内遺跡（一次） トレンチ配置図 (1: 2, 500) 
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14 小社遺跡（一次）

1. はじめに

当遺跡は、鈴鹿市小社町地内、鍋川北岸の扇状地

に位慨する中世の遺物散布地である。平成19年の分

布調査で、遺跡外にも一石五輪塔1)や井戸を確認し

たことから遺跡の範囲を拡大した 2)0 

鍋川をはさんで南西側に釜垣内遺跡があり、現小

社集落の縁辺には東荒野遺跡や神戸遺跡、井頷田遺

跡など、中世の遺物散布地が所在する。小社遺跡は

現小社集落の北側に位慨し、遺跡の南側隣接地には

慶長年間の開山と伝えられる至泉寺（真宗高田派）

がある 3)0 

事業地は、遺跡を東西に横断する。その事業地の

東部が今回の調査地で、現況は茶畑である。

2. 調査の概要と結果

調査は、幅2mのトレンチを16箇所設けて行った。

調査面積は、 1,020面である。

その結果、表土下40cm~70cmでにぶい黄褐色粘質

上に達し、この上面で上坑や溝などの遺構を検出し

た。遺構は、調査地の西側部分に集中しており、調

査地の東側では確認することができなかった。

遺構の埋士から、 16世紀代の士師器や瀬戸美濃、

常滑産の陶器が出士した。

以上の結果、遺構・遺物を確認した調査地西側を

二次調査の対象とした。なお、事業地の西部に調査

末実施地があり、一次調査が必要である。

註

1) 現在、一石五輪塔は土地所有者により事業地外に移

されている。

2) 三重県教育委員会、三重県埋蔵文化財センター2007

『近畿自動車道名古屋神戸線（第二名神）四日市JCT~

菰野IC建設予定地内埋蔵文化財一覧』 1II

3) 仲見秀雄1983「鈴鹿市」『三重県の地名日本歴史地名

大系24』平凡社

写真31 トレンチ 6 (東から）

写真32 トレンチ 4 (東から）

写真33 トレンチ 5 (東から）

-35-



トレンチNo. 遺構 遺物 トレンチNo. 遺構 遺物

1 なし なし 7 溝 なし

土師器・羽釜
2 ピット・溝・士坑

山茶碗・瀬戸美濃・常滑

8 なし なし

， なし なし

上師器・羽釜
3 溝・士坑

瀬戸美濃・常滑

10 なし なし

11 なし なし

土師器・羽釜
4 溝・ 土坑

瀬戸美濃・常滑

12 なし なし

13 なし なし

土師器・羽釜
5 溝

瀬戸美濃・常滑

14 なし なし

15 なし なし

6 士坑 士師器・羽釜 16 なし なし

表10 トレンチ一覧

図30 小社遺跡（一次） トレンチ配置図 (1: 2, 000) 
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北緯 東経 調査期間

調査面積
調査原因

所 収 遺 跡 名 所在地 市町村 遺跡番号 五

いさかじょうあと よっかいちしいさかちょう
35° 136° 20100809 平成22年度

伊坂城跡 四日市市伊坂町 24202 429 2 / 37' ~20110114 第 4次調査

22 II 28 II 990 

きたやましーいせき よっかいちしにしおおがねちょう 35° 136° 20110711 平成23年度

北山C遺跡 四日市市西大鐘町
24202 241 

2' 36' 一次調査~20110909 

くわなししち 56" 1 " 600 

桑名市志知
24205 a 154 

35° 136° 20100809 平成22年度

くろぼくいせき よっかいちしきたやまちょう 2' 35' ~20100930 一次調査 580

黒土遺跡 四日市市北山町
24202 570 

56" 32" 平成23年度20110817 

~20110826 一次調査 380

20101126 平成22年度

~20110310 一次調査 950

20110118 平成22年度

きたやまえーいせき よっかいちしきたやまちょう 35° 136° 丁事立会 100

北山A遺跡 四日市市北山町
24202 239 

2' 35' 平成23年度20111107 

54" 20 II ~20120110 一次調査 500

20110425 平成23年度

~20111222 第 2次調査 3,760

20101126 平成22年度 近畿自動車道

~20110310 一次調査 1,530 名古屋神戸線

20110425 平成23年度 （四日市JCT

なかのやまいせき よっかいちしきたやまちょう 35° 136° ~20111222 第 4次調査 4,000 ～亀山西JCT)

中野山遺跡 四日市市北山町
24202 238 

2' 35' 平成23年度 建設事業20110824 

53" 10" ~20120113 第 5次調査 2,400

20110824 平成23年度

~20120113 一次調査 880

ふでがさきこふんぐん よっかいちしこまきちょう
35° 136° 20110920 平成23年度

筆ヶ崎古墳群 四日市市小牧町 12~19 2' 35' ~20120131 一次調査 560
24202 

59" 2" 平成23年度236 20110920 

~20120124 第 2次訓査 750

きたやまじょうあと よっかいちしきたやまちょう
35° 136° 20111107 平成23年度

北山城跡 四日市市北山町 24202 237 2' 34' ~20120110 一次調査

49" 47" 630 

こまきみなみいせき よっかいちしこまきちょう
35° 136° 20120301 平成23年度

牧南遺跡 四日市市小牧町 24202 568 2' 34' ~20120307 一次調査

32" Q II 460 

こやしろいせき すずかしこやしろちょう
34° 136° 20111024 平成23年度

小社遺跡 鈴鹿市小社町 24207 1153 57' 27 I ~20120217 一次調査

10" 23" 1,020 

かまがいといせき すずかしおぎすちょう
34° 136° 20111024 平成23年度

釜垣内遺跡 鈴鹿市小岐須町 24207 1032 57' 27 I ~20120217 一次調査

Q II 12 " 2,300 



所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

伊坂城跡 城館跡
古墳・古代・

なし
士師器・須恵器・中世士器・

中世 陶器

北山C遺跡 包蔵地
弥生時代後期

溝・土坑 須恵器・土師器
以降

黒土遺跡 包蔵地 なし なし

北山A遺跡 集落跡
弥生・飛鳥・ 竪穴住居・掘立柱建物・

弥生土器・土師器・須恵器
奈良 土坑

中野山遺跡 集落跡
縄文・弥生・ 竪穴住居・掘立柱建物・ 縄文士器・弥生士器・

飛鳥・奈良 土坑 土師器・須恵器

筆ヶ崎古墳群 古墳・集落跡 古墳・奈良 古墳・竪穴住居・鍛冶炉 金環・須恵器・土師器・鉄滓

北山城跡 城館跡 古代・中世 溝・ピット 土師器・須恵器

小牧南遺跡 包蔵地 縄文・古墳
竪穴住居・溝・士坑．

土師器・縄文土器
ピット

小社遺跡 包蔵地 中世 土坑・溝 陶器

釜垣内遺跡 包蔵地 中世 土坑・溝 土師器・陶器

【伊坂城跡】明確な遺構は確認できなかった。ただし、調査区内に残存する曲輪状のテラスは自然地形と推測

されるが、城郭に取り込まれていた可能性は否定できない。少量の中近世遺物のほか古墳期遺物も出土した。

【北山C遺跡】古墳または方形周溝墓の周溝の可能性がある溝が確認された。

【黒土遺跡】少数のピットや溝を検出したが、近世以降か木の根や動物の巣穴痕跡の可能性が高い。

【北山A遺跡】飛烏時代から奈良時代の竪穴住居15基、掘立柱建物 1棟が確認された。

【中野山遺跡】縄文時代早期の竪穴住居4基・炉穴43基（集石炉4.煙道付炉穴39)、縄文時代中期の竪穴住居

2棟、縄文時代晩期の土器棺、弥生時代中期の土坑、飛鳥時代の掘立柱建物、竪穴住居などが確認された。

【筆ヶ崎古墳群】 7世紀前半頃に築造された疑似両袖式の横穴式石室をもつ円墳 2基と、奈良時代の竪穴住居

要約 や土坑などが検出された。竪穴住居のうち 1棟の内部には鍛冶炉が 2基存在していた。

【北山城跡】頂部に 3ヶ所、斜面に 4ヶ所、斜面中腹の平地に 1ヶ所、平地に 3ヶ所トレンチを入れた。その

結果、頂部の台地で溝、ピットと竪穴建物、斜面でピット・溝、斜面中腹の平地で土坑が確認された。

【小牧南遺跡】古墳時代の竪穴住居跡・溝状遺構・士坑・ピット、縄文時代の埋設士器を確認した。遺物は士

師器片が多く古墳時代のものが大勢を占めるが、縄文土器も出土した。

【小社遺跡】 16箇所のトレンチを設けて遺構・遺物の有無についての調査を行った。その結果、 T1~7の各

トレンチで土坑や溝を検出した。遺構の埋土中には、 16世紀代の上器・陶器が認められた。

【釜垣内遺跡】 41箇所のトレンチを設けて調査を行った。その結果、 19箇所のトレンチで溝や士坑などの遺構

や遺物が検出された。遺構は、調査地の西部を中心に分布している。
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